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明 細 書

発明の名称 ：クランプおよび血液バッグシステム

技術分野

[0001 ] 本発明は、チューブの流路を閉塞および開放するクランプおよびこのクラ

ンプを有する血液バッグシステムに関する。

背景技術

[0002] 従来、献血により得 られた血液の全成分を輸血する全血輸血が主流であつ

たが、近時では技術の進歩にともなって、得 られた血液を赤血球、血小板お

よび血漿等の成分に分け、患者が必要とする成分だけを輸血する成分輸血が

行われている。成分輸血によれば、患者にとって循環器系への負担や副作用

を軽減することができるとともに、献血された血液の有効利用が図られる。

[0003] 献血により得 られた血液 （全血）または全血から調製された血液成分は、

遠心分離することにより、複数の層に分離される。例えば、全血を遠心分離

した場合、軽い上清 P P P (乏血小板血漿）画分と、重い沈降 C R C (濃厚

赤血球）画分と、その間に形成されるバフィ一コー トに分かれる。パフィ一

コー トを遠心分離 した場合、血小板および白血球を含む上清成分と、赤血球

を含む沈降成分とに分かれる。全血から白血球と血小板を除去 した残余の成

分を遠心分離 した場合、上清成分である血漿層と沈降成分である赤血球層と

に分かれる。

[0004] 全血を複数の血液成分に分離 して各血液成分を複数の保存用バッグに収容

保存するため、あるいは、全血から調製された血液成分をさらに複数の血

液成分に分離 して各血液成分を複数の保存用バッグに収容 保存するために

、従来、複数のバッグを複数のチューブで接続 した構成の血液バッグシステ

ムが用いられる （例えば、米国特許第 6 9 0 9 9 8 号明細書を参照）。ま

た、このような血液バッグシステムでは、バッグ間の連通状態を切 り替えて

所定の血液処理を行うために、チューブの流路を閉塞および開放するクラン

プが設けられる （例えば、特公平 5 _ 2 3 7 9 2 号公報を参照）。



[0005] この よ うな従来のクランプは、全体 と して扁平な C 字状 に形成 された部材

か らな り、チュー ブの側面 を押圧す る一対の押圧部 と、 C 字状の端部 同士 を

係合可能であ りかつ係合 を解除可能 に構成 された係合部 とを有 してお り、端

部 同士 を係合 させて一対の押圧部でチュー ブを押圧す る ことによ り、チュー

ブの流路 を閉塞す るよ うに構成 され ている。

発 明の概要

[0006] 上述 した血液処理 においては、血液成分 を遠心分離 して得 られた成分 をあ

るバ ッグか ら他のバ ッグに移送す る際 にはチュー ブの流路 を開放す るが、 こ

の移送時以外の ときにはチュー ブの流路 を確実 に閉塞 してお くことが必要で

ある。 しか しなが ら、従来のクランプは、係合部 は 1 つだ けであ り、 しか も

係合部 はクランプを取 り扱 う者の手指 によ り容易に操作す る ことが可能であ

るため、手指が軽 く接触 した場合で もチュー ブが開 くおそれが あ り、血液処

理の実行の円滑性 に影響 を与 える懸念が ある。

[0007] 本発 明は この よ うな課題 を考慮 してな された ものであ り、確実かつ安定的

にチュー ブの閉塞状態 を維持できる開閉可能なクランプおよび血液 / 《ッグシ

ステム を提供す る ことを 目的 とす る。

[0008] 上記の 目的を達成す るため、本発 明は、チュー ブの流路 を閉塞 および開放

す るクランプであって、前記チュー ブを押圧す る突起部 と、前記突起部 を係

合可能な係合溝 をそれ らの間に形成す る第 1 係合部 および第 2 係合部 を有す

る ロック部 と、前記第 1 係合部 と前記突起部 との係合状態 を解除す る第 1 係

合解除部 と、前記第 2 係合部 と前記突起部 との係合状態 を解除す る第 2 係合

解除部 と、を備 え、前記突起部 と前記第 1 係合部 および前記第 2 係合部 との

係合状態が解除 され ると、前記チュー ブの流路 を開放す る ことを特徴 とす る

[0009] 上記の構成 によれ ば、第 1 係合解除部 と第 2 係合解除部の両方の係合 を解

除 しない限 り、 ロック部 による突起部 に対す る ロックが解除 され ないので、

確実かつ安定的にチュー ブの閉塞状態 を維持できる。

[001 0] 前 記 クランプは、前記 ロック部が立設 されたベース部 と、前記突起部が立



設 された開閉部 と、前記ベース部 と前記開閉部 とが対向す るように前記べ一

ス部 と前記開閉部 とを連結す る屈曲部 とがー体形成 された ものであ り、前記

ベース部の先端か ら前記屈曲部側 に向か って、前記第 1 係合部 と前記第 2 係

合部は、 この順で配置 され、前記第 2 係合解除部は、前記突起部 と前記 ロッ

ク部 との係合状態において前記突起部 と前記屈曲部 との間に位置す るとよい

[001 ] 上記の構成によれ ば、クランプを取 り扱 う者の手指によ り操作 しに くい位

置 に第 2 係合解除部があるため、チュー ブの閉塞状態 を一層確実に維持でき

る。

[001 2 ] 上記のクランプにおいて、前記第 2 係合解除部は、前記第 2 係合部か ら前

記屈曲部側 に突出 し、前記第 2 係合解除部の先端には、前記第 2 係合解除部

を解除状態にす る解除 ピンが係合可能な引 っ掛 け片が設 けられ るとよい。

[001 3 ] 上記の構成によれ ば、引 っ掛 け片が解除 ピンに係合す ることによ り第 2 係

合解除部が解除状態 となる。従 って、引 っ掛 け片の作用によ り第 2 係合解除

部 をスムーズに解除状態 とす ることができる。

[001 4 ] 上記のクランプにおいて、前記第 1 係合解除部は、前記第 2 係合部か ら離

間す る方向に、前記第 1 係合部か ら突出す るとともに、前記突起部 と前記 口

ック部 との係合状態において、前記ベース部 と前記開閉部 との間に位置す る

とよい。

[001 5 ] 上記の構成によれ ば、クランプを取 り扱 う者の手指によ り操作 しに くい位

置 に第 1 係合解除部があるため、チュー ブの閉塞状態 を一層確実に維持でき

る。

[001 6] 上記のクランプにおいて、前記開閉部には、前記開閉部の外側か ら前記第

係合解除部 を押圧可能なように前記第 1 係合解除部 を部分的に露出 させ る

開放部が設 けられ る、 とよい。

[001 7] 上記の構成によれ ば、開放部 を通 して、開閉部の外側か ら第 1 係合解除部

を押圧す ることができる。従 って、第 1 係合解除部の外側の位置 に第 1 係合

解除部 を操作す る手段が設 けられている場合でも、第 1 係合解除部 を容易に



解除状態 とすることができる。

[001 8] また、本発明に係る血液バ ッグシステムは、全血または血液成分を収容す

るように構成 された複数のバ ッグと、前記複数のバ ッグを互いに接続する少

な くとも 1 つのチューブと、前記チューブに取 り付けられた前記クランプと

を備えることを特徴 とする。

[001 9] また、本発明に係る血液バ ッグシステムは、血液成分を収容するように構

成 された第 1 バ ッグと、前記血液成分を遠心分離 して得 られた上清成分を収

容するように構成 された第 2 バ ッグと、前記血液成分を遠心分離 して得 られ

た沈降成分を保存するための保存液を収容するように構成 された第 3 バ ッグ

と、途中位置に分岐部を有 し、前記第 1 バ ッグと前記第 2 バ ッグとを接続 し

、かつ前記第 1 バ ッグと前記第 3 バ ッグとを接続する移送ラインと、前記移

送ラインにおける、前記第 1 バ ッグと前記分岐部 との間のチューブに取 り付

けられた前記クランプとを備えることを特徴 とする。

[0020] 上記の血液バ ッグシステムによれば、口ック状態を安定的に維持できかつ

必要な場合には開 くことが可能なクランプがチューブに取 り付けられている

ので、バ ッグ同士を接続するチューブの流路を開閉することによ り、バ ッグ

間の連通状態を切 り替え、これによ り、所望の血液処理を好適に行 うことが

可能 となる。

図面の簡単な説明

[0021 ] [ 図 1] 本発明の一実施形態に係る血液バ ッグシステムの平面図である。

[図2] 遠心分離移送装置の斜視図である。

[図3] 遠心分離移送装置における遠心 ドラムの一部拡大斜視図である。

[図4] インサ一 トュニッ 卜の分解斜視図である。

[図5] 遠心分離移送装置のチューブホルダによ り、本発明の一実施形態に係る

血液バ ッグシステムにおけるチューブを保持 した状態を示す概略説明図であ

る。

[図6] 遠心分離移送装置における作用を説明する図である。

[図7] 図 7 A は、プリロック状態 となっているクランプの斜視図であ り、図 7



B は、クランプによりチューブを閉塞した状態を示す斜視図である。

[図8] クランプ開閉機構の斜視図である。

[図9] 図 9 A は、クランプが閉じてチューブを閉塞した状態を示す図であり、

図 9 B は、第 1係合部の係合を解除した状態を示す図であり、図 9 C は、第

係合部の係合の解除によりクランプが開いた状態を示す図である。

[図10] 図 1 O A は、第 1係合部が元の位置に戻った状態を示す図であり、図

1 0 B は、開閉部を押圧して第 1係合部を突起部に係合させた状態の図であ

り、図 1 O C は、突起部の押圧によりチューブを閉塞した状態の図である。

[図11] クランプ開放治具の斜視図である。

発明を実施するための形態
[0022] 以下、本発明に係るクランプおよび血液バッグシステムについて好適な実

施の形態を挙げ、添付の図面を参照しながら説明する。

[0023] 図 1 は、本発明の一実施形態に係る血液バッグシステム 1 0 の平面図であ

る。この血液バッグシステム 1 0 は、複数の成分を含有する血液を比重の異

なる複数の成分 （例えば、軽比重成分、中比重成分および重比重成分の 3 つ

の成分、あるいは、軽比重成分および重比重成分の 2 つの成分）に遠心分離

し、各成分を異なるバッグに分けて収容、保存するためのものである。本実

施形態に係る血液バッグシステム 1 0 は、全血から白血球および血小板を除

去した残余の血液成分を血漿および濃厚赤血球の 2 つの成分に遠心分離し、

血漿および濃厚赤血球を異なるバッグに分けて収容、保存するように構成さ

れている。

[0024] 血液バッグシステム 1 0 は、 ドナーから血液 （全血）を採取する血液採取

部 1 2 と、全血から所定の血液成分を除去する前処理部 1 4 と、所定成分が

除去された残余の血液成分を遠心分離して複数の血液成分に分けるとともに

各成分を異なるバッグに収容 （貯留）する分離処理部 1 6 とを有する。

[0025] まず、血液採取部 1 2 について説明する。血液採取部 1 2 は、採血バッグ

8 と、第 1 および第 2 採血チューブ2 0 、2 2 と、採血針 2 4 と、分岐コ

ネクタ 2 6 と、初流血バッグ 2 8 とを有する。



[0026] 採血バ ッグ 1 8 は、 ドナーか ら採取 した血液 （全血）を収容 （貯留）する

ためのバ ッグである。採血バ ッグ 1 8 内には、予め抗凝固剤が入れ られてい

ることが好ま しい。この抗凝固剤は、通常液体であ り、例 えば、A C D —A

液、 C P D 液、 C P D A — 1 液、へパ リンナ トリウム液等が挙げられる。こ

れ らの抗凝固剤の量は、予定採血量に応 じた適正な量 とされる。

[0027] 採血/ くッグ 1 8 は、例 えば、ポ リ塩化 ビニル、ポ リオ レフインのような軟

質樹脂製の可撓性を有するシ一 ト材を重ね、その周縁のシール部において融

着 （熱融着、高周波融着）または接着 し、袋状に構成 されたものである。な

お、初流血バ ッグ 2 8 も同様に袋状に構成 されたものである。

[0028] 採血バ ッグ 1 8 の上部には、第 1 採血チューブ 2 0 (基端側採血チューブ

) の一端が接続 されている。第 1 採血チューブ 2 0 の途中部位には、第 1 採

血チューブ 2 0 の流路を閉塞および開放するクランプ 3 0 が設けられている

。このクランプ 3 0 は、全体 として扁平な C 字状に形成 された樹脂製の部材

であ り、第 1 採血チューブ 2 0 の側面を押圧する一対の押圧部 と、 C 字状の

端部同士を係合可能であ りかつ係合を解除可能に構成 された係合部 とを有 し

てお り、端部同士を係合 させて前記一対の押圧部で第 1 採血チューブ 2 0 を

押圧することによ り、第 1 採血チューブ 2 0 の流路を閉塞するように構成 さ

れている。

[0029] 第 1 採血チューブ 2 0 の他端には、破断可能な封止部材 （破断連通部材）

3 2 の一端が接続 されている。封止部材 3 2 は、初期状態では流路が閉塞 し

ているが、破断操作を行 うことで流路が開通するように構成 されたものであ

る。

[0030] このような封止部材 3 2 は、例 えば、塩化 ビニルのような可撓性を有する

樹脂によ り構成 されたチューブと、このチューブ内に液密に接続 され、一端

が閉塞 されるとともに長手方向の一部に脆弱部を備える筒体 とを有する。封

止部材 3 2 を開通状態 とするには、手指等によ り前記チューブの外側か ら前

記筒体を折 り曲げて前記脆弱部を破断させる。これによ り、筒体で閉塞 され

ていた状態の前記チューブ内の流路が開通 し、封止部材 3 2 が開通状態 とな



る。

[0031 ] 封止部材 3 2 の他端には、分岐コネクタ 2 6 の第 1 ポー ト2 6 a が接続さ

れている。分岐コネクタ 2 6 の第 2 ポー ト2 6 b には、第 2 採血チューブ （

先端側採血チューブ） 2 2 の一端が接続され、第 2 採血チューブ 2 2 の他端

には、採血針 2 4 が接続されている。採血針 2 4 には、使用前までは、キヤ

ップ 2 4 a が装着されており、使用後は二一 ドルガー ド2 4 b が装着される

。ニー ドルガー ド2 4 b は、第 2 採血チューブ 2 2 に長手方向に沿って移動

可能に配設されている。

[0032] 分岐コネクタ 2 6 の第 3 ポー ト2 6 c には、分岐チューブ 3 4 の一端が接

続されている。分岐チューブ 3 4 の途中部位には、分岐チューブ 3 4 の流路

を閉塞および開放するクランプ 3 6 が設けられている。このクランプ 3 6 は

、一旦閉 じたら開かないように構成されている。このようなクランプ 3 6 と

しては、例えば、特公平 5 — 2 3 7 9 2 号公報に開示されたクランプと同様

のものを用いることができる。

[0033] 分岐チューブ 3 4 の他端には、初流血バッグ 2 8 が接続されている。 ドナ

一から血液を採取する際には、採血バッグ 1 8 に血液を収容する前に、先ず

、この初流血バッグ 2 8 に採血 した血液の初流 （採血初流）を所定量だけ収

容する。この場合、封止部材 3 2 を閉塞状態 （初期状態）としたまま、クラ

ンプ 3 6 を開放状態とすることで、第 1 採血チューブ 2 0 側、すなわち採血

バッグ 1 8 側への採血初流の流入が阻止される一方、第 2 採血チューブ 2 2

、分岐コネクタ 2 6 および分岐チューブ 3 4 を経由して採血初流を初流血バ

ッグ 2 8 に導入することができる。

[0034] 初流血/ くッグ 2 8 にはサンプリングポ一 ト3 8 が接続されており、このサ

ンプリングポ一 ト3 8 に図示 しない採血管を装着することにより、採血管に

採血初流が採取される。採取 した採血初流は、検査用血液に供される。なお

、用途によっては、分岐コネクタ 2 6 からサンプリングポー ト3 8 までの部

分は省略されてもよい。

[0035] 前処理部 1 4 は、所定細胞を除去するフィルタ 4 0 と、一端が採血バッグ



8 に接続 され他端がフィルタ 4 0 の入口に接続 された入口側チューブ 4 2

と、一端がフィルタ 4 0 の出口に接続 され他端が分離処理部 1 6 に接続 され

た出口側チューブ 4 4 とを有する。

[0036] 本実施の形態では、前記フィルタ 4 0 は、白血球除去フィルタとして構成

されている。このような白血球除去フィルタとしては、軟質樹脂シー トか ら

形成 された袋状のハウジング内に、一方の面か ら他方の面に連通する多数の

微細な孔を有 した通液性のある多孔質体を収容 した構造のものを用いること

ができる。本実施形態では、フィルタ 4 0 は、血小板も補足できるように構

成 されている。

[0037] 入 口側チューブ 4 2 は、 ドナーか ら採取 した血液を採血バ ッグ 1 8 か らフ

ィルタ 4 0 に移送するためのチューブであ り、採血バ ッグ 1 8 の上部に接続

されている。本実施の形態では、入口側チューブ 4 2 の、採血バ ッグ 1 8 側

の端部に封止部材 4 6 が設けられている。この封止部材 4 6 は、上述 した封

止部材 3 2 と同様の構成および機能を有 している。

[0038] 出口側チューブ 4 4 は、フィルタ 4 0 で所定細胞 （本実施形態では、白血

球および血小板）が除去 された残余の血液成分を分離処理部 1 6 (具体的に

は、後述する親バ ッグ 5 0 ) に移送するためのチューブである。この出口側

チューブ 4 4 の途中部位には、出口側チューブ 4 4 の流路を閉塞および開放

するクランプ 4 8 が設けられている。このクランプ 4 8 は、上述 したクラン

プ 3 0 と同様のものを用いることができる。

[0039] 次に、分離処理部 1 6 について説明する。分離処理部 1 6 は、フィルタ 4

0 で所定細胞が除去 された残余の血液成分を収容 （貯留）する親バ ッグ （第

1 バ ッグ） 5 0 と、親バ ッグ 5 0 内の血液成分を遠心分離 して得 られた上清

成分を収容および保存する子バ ッグ （第 2 バ ッグ） 5 2 と、赤血球保存液を

収容する薬液バ ッグ （第 3 バ ッグ） 5 4 と、親バ ッグ 5 0 、子バ ッグ 5 2 お

よび薬液/ くッグ 5 4 に接続 された移送ライン 5 5 とを有する。

[0040] 親 / くッグ 5 0 、子/ くッグ 5 2 および薬液/ くッグ 5 4 は、採血/ くッグ 1 8 と

同様に、ポ リ塩化 ビニル、ポ リオ レフインのような軟質樹脂製の可撓性を有



す るシー ト材 を重ね 、その周縁の シール部 において融着 （熱融着、高周波融

着）または接着 し、袋状 に構成 された ものである。

[0041 ] 親バ ッグ 5 0 は、 フィル タ 4 0 で所定細胞が除去 された残余の血液成分 を

収容 （貯留）す るためのバ ッグ と、当該血液成分 を遠心分離 して得 られた沈

降成分 （濃厚赤血球） を保存す るためのバ ッグ とを兼ね ている。

[0042] 移送 ライ ン 5 5 は、途 中位置 に分岐 コネクタ （分岐部） 6 2 を有 し、親バ

ッグ 5 0 と子 / くッグ 5 2 とを接続 し、かつ親 / くッグ 5 0 と薬液 / くッグ 5 4 と

を接続す る手段であ り、図示例 では、親バ ッグ 5 0 に接続 された第 1 チュー

ブ 5 6 と、子バ ッグ 5 2 に接続 された第 2 チュー ブ 5 8 と、薬液バ ッグ 5 4

に接続 された第 3 チュー ブ 6 0 と、第 1 〜第 3 チュー ブ 5 6 、 5 8 、 6 0 に

接続 された分岐 コネクタ 6 2 と、第 1 チュー ブ 5 6 に取 り付 け られた開閉可

能なクランプ 6 4 とを有す る。

[0043] 第 1 チ ュー ブ 5 6 の一端部 （親バ ッグ 5 0 側 の端部）には、破断可能な封

止部材 6 6 が設 け られ てお り、破断操作が行われ るまで、親バ ッグ 5 0 内の

血液成分が他のバ ッグに移行す る ことを防止す る。 この封止部材 6 6 は、上

述 した封止部材 3 2 と同様の構成 および機能 を有 している。

[0044] 第 1 チ ュー ブ 5 6 の他端部 は、分岐 コネクタ 6 2 の第 1 ポー ト6 2 a と接

続 している。分岐 コネクタ 6 2 の第 2 ポー ト6 2 b には、第 2 チュー ブ 5 8

の一端が接続 され ている。分岐 コネクタ 6 2 の第 3 ポー ト6 2 c には、第 3

チュー ブ 6 0 の一端が接続 され ている。

[0045] クランプ 6 4 は、第 1 チュー ブ 5 6 の途 中部位 に取 り付 け られ てお り、第

1 チュー ブ 5 6 の流路 を閉塞 および開放す る機能 を有す る。なお、クランプ

6 4 の具体 的な構成 については、後述す る。

[0046] 薬液バ ッグ 5 4 に収容 され る赤血球保存液 と しては、M A P 液 、 S A G M

液、 O P T I S O L 等が使用 され る。第 3 チュー ブ 6 0 の薬液バ ッグ 5 4 側

の端部 には、破断可能な封止部材 6 8 が設 け られ てお り、薬液バ ッグ 5 4 内

の赤血球保存液が他のバ ッグに移行す る ことを防止 している。 この封止部材

6 8 は、上述 した封止部材 3 2 と同様の構成 および機能 を有 している。



[0047] な お、血液バ ッグシステム 1 0 における各チュー ブは、透 明で柔軟な樹脂

製のチュー ブである。クランプ 3 0 、 3 6 、 4 8 は従来か ら用 い られ ている

標準品でよい。またクランプ 3 0 、 3 6 、 4 8 、 6 4 は、使用箇所や使用用

途 によって色分 け してお くとよい。血液バ ッグシステム 1 0 の滅菌時および

使用前の保管時には、クランプ 3 0 、 3 6 、 4 8 、 6 4 は開放状態 とな って

お り、各バ ッグの内部 は連通 して均一な滅菌状態 とな っている。

[0048] 本実施形態 に係 る血液バ ッグシステム 1 0 は、例 えば、図 2 に示す遠心分

離移送装置 7 0 に装着 して使用 され得 る。 この遠心分離移送装置 7 0 は、親

バ ッグ 5 0 内に収容 した血液成分 を遠心分離 して、血漿 および濃厚赤血球の

2 層 に分 け、血漿 を子バ ッグ 5 2 に移送 し、濃厚赤血球 を親バ ッグ 5 0 に残

すために用 い られ る。

[0049] 血液バ ッグシステム 1 0 の使用方法の理解 を容易にす るため、以下、遠心

分離移送装置 7 0 の構成 について説明す る。なお、以下の説明では、図 3 に

おける矢印 A 方 向を径方 向、矢印 B 方 向を周方 向 とす る。周方 向 とは厳密 に

は矢印 B の よ うに円弧に沿 った方 向であるが、説明の便宜上、その説明箇所

において矢印 A に直交す る方 向も周方 向 と呼ぶ。

[0050] 図 2 に示す よ うに、遠心分離移送装置 7 0 は箱形状であって、開閉可能な

上面の蓋 7 2 と、内部の遠心 ドラム （遠心分離手段） 7 4 と、該遠心 ドラム

7 4 内で等角度 （6 0 ° ) 間隔 に 6 つ設 け られたユニ ッ ト揷入孔 7 6 と、各

ュニ ッ ト揷入孔 7 6 に揷入 され る 6 つのイ ンサー トュニ ッ ト7 8 と、中心部

に設 け られ 、各イ ンサー トュニ ッ ト7 8 に対 して回転径方 向に進退可能な 6

つの押子 （押圧手段） 8 0 (図 3 参照） とを有す る。遠心分離移送装置 7 0

は、正面に設 け られた操作部 8 2 の操作 に基づいて動作 し、図示 しないマイ

ク ロコン ピュー タで制御 され 、所定の情報 をモニタ 8 4 に表示す る ことがで

さる。

[0051 ] 図 3 に示す よ うに、遠心 ドラム 7 4 の 中心体 7 4 a は、保持 レバ一 8 6 と

、電極 8 8 と、第 1 ロッ ド9 0 および第 2 ロッ ド9 2 と、押子 8 0 とを有す

る。第 1 ロッ ド9 0 および第 2 ロッ ド9 2 は、それ ぞれ径方 向 A に進退駆動



され、これらが二対設けられている。本実施形態では、第 1 周方向B 1側の

第 1 ロッド9 0 および第 2 ロッド9 2 力、 クランプ6 4 (図 1参照）の開閉

操作をするクランプ駆動手段 9 4 a を構成する。図 3 に示されている部分は

つのュニッ卜として構成し、該ュニットを周方向に 6 台組み合わせるよう

にしてもよい。

[0052] なお、遠心分離移送装置 7 0 は、全血を血漿、バフィ一コー トおよび濃厚

赤血球の 3 層に遠心分離し、得られた血液成分を他のバッグに移送するため

に使用することもでき、このときの分離および移送には 2 つのクランプに対

して開閉操作を行う必要がある。従って、このような場合には、第 2 周方向

側 B 2 の第 1 ロッド9 0 および第 2 ロッド9 2 力、 第 2 のクランプ駆動手段

9 4 b として機能することになる。

[0053] 図 4 は、インサー トユニット7 8 を内径側 （内径方向A 2 ) から見た分解

斜視図である。図 4 に示すように、インサー トユニット7 8 は、ユニット本

体 9 6 と、カバ一体 9 8 とを有する。ユニット本体 9 6 は、上面視で幅広円

弧形状で、上面が開口した有底の筒であり、 B 1 方向側の第 1 室 1 0 0 およ

び B 2 方向側の第 2 室 1 0 2 がA 方向に延在する壁 1 0 4 によって仕切られ

ている。

[0054] ュニット本体 9 6 の上部の内径側には、上部壁 1 0 6 が設けられている。

上部壁 1 0 6 には、分岐コネクタ 6 2 を装着するためのコネクタ装着溝 1 0

8 と、第 2 チューブ5 8 の分岐コネクタ 6 2 側の部位を案内するための第 1

案内溝 1 1 0 と、第 3 チューブ6 0 の分岐コネクタ 6 2 側の部位を案内する

第 2 案内溝 1 1 2 とが形成されている。

[0055] 上部壁 1 0 6 の下方にはA 2 方向に開口する第 3 室 1 1 4 が設けられてい

る。第 3 室 1 1 4 と、第 1 室 1 0 0 および第 2 室 1 0 2 とは、 B 方向に延在

する壁 1 1 6 によって仕切られている。また、ユニット本体 9 6 の上部には

、内径側に突出する板状のチューブホルダ 1 1 8 が設けられている。上述し

た保持レバー 8 6 (図 3 参照）は、弾性的に付勢され、このチューブホルダ

8 を保持する。チューブホルダ 1 1 8 は、第 1 チューブ5 6 を案内する



ためのチューブ案内路 1 2 0 と、外径方向A 1 の端部に設けられた 2 つの ピ

ン 1 2 6 、 2 6 とを有する。チューブ案内路 1 2 0 は、略全長にわたって

両側に壁が設けられることによって形成 された溝形状であって上面が開口し

ている。

[0056] チューブ案内路 1 2 0 は、チューブホルダ 1 1 8 の外径方向A 1 の端部中

央付近か ら内径方向A 2 に延在 し、径方向A の途中部位で逆 S 字状に屈曲 し

、内径方向A 2 の端部近傍で屈曲 して B 1 方向に延在 し、チューブホルダ 1

8 の B 1 方向の端部まで達 している。チューブ案内路 1 2 0 の、周方向 B

の溝を形成する部分には、上述 したクランプ 6 4 を保持するためのクランプ

保持部 1 2 2 が設 けられている。チューブホルダ 1 1 8 は、さらに、クラン

プ 6 4 を閉塞および開放状態に操作するクランプ操作部 1 2 4 を有する。

[0057] カバ一体 9 8 は、ュニッ ト本体 9 6 に対 して外側面か ら装着 されるカバ一

であって、該ユニッ ト本体 9 6 の外側面、上面および下面を覆 うことができ

、ュニッ ト本体 9 6 に装着 される血液バ ッグシステム 1 0 を確実に保持する

ことができる。

[0058] 図 5 は、チューブホルダ 1 1 8 によ り第 1 チューブ 5 6 およびクランプ 6

4 を保持 した状態を示す概略説明図である。また、図 5 では、理解を容易に

するため、チューブホルダ 1 1 8 の 2 つの ピン 1 2 6 、 2 6 によ り上部が

固定された親バ ッグ 5 0 の一部を仮想線で示 し、第 1 チューブ 5 6 と出口側

チューブ 4 4 の一部、第 2 チューブ 5 8 、第 3 チューブ 6 0 、子バ ッグ 5 2

および薬液バ ッグ 5 4 については簡略化 して示 している。

[0059] 図 5 に示すように、親バ ッグ 5 0 は、その上部に設けられた 2 つの孔部 5

O a 、 5 0 a (図 1 参照）に対 して、チューブホルダ 1 1 8 に設 けられた 2

つの ピン 1 2 6 、 2 6 が揷入 されることで、上部がチューブホルダ 1 1 8

に固定される。第 1 チューブ 5 6 は、チューブホルダ 1 1 8 のチューブ案内

路 1 2 0 に装着 されて保持 される。また、第 1 チューブ 5 6 に設けられたク

ランプ 6 4 は、クランプ保持部 1 2 2 によ り保持 される。第 2 チューブ 5 8

に接続 された子バ ッグ 5 2 は、第 1 室 1 0 0 (図 4 参照）に収容 される。第



3 チューブ 6 0 に接続 された薬液バ ッグ 5 4 は、第 2 室 1 0 2 (図 4 参照）

に収容される。

[0060] なお、全血をフィルタ 4 0 で濾過 して残余の血液成分を親バ ッグ 5 0 に移

送 して収容 した後、血液バ ッグシステム 1 0 を遠心分離移送装置 7 0 に装着

する前に、出口側チューブ 4 4 は、チューブシ一ラ一等によって溶着 し、漏

れの無いように封止 した上で切断される。このため、ユニッ ト本体 9 6 に装

着されるのは、血液バ ッグシステム 1 0 のうち、分離処理部 1 6 と、出口側

チューブ 4 4 の一部のみである。

[0061 ] クランプ 6 4 は、チューブホルダ 1 1 8 に設けられたクランプ操作部 1 2

4 により操作されて開閉する。クランプ操作部 1 2 4 は、 ピン 1 2 8 、 1 3

0 により回動可能に設けられた第 1 押圧体 1 3 2 と第 2 押圧体 1 3 4 とを有

し、第 1 押圧体 1 3 2 がクランプ 6 4 を押圧することでクランプ 6 4 が閉 じ

、第 2 押圧体 1 3 4 がクランプ 6 4 を押圧することでクランプ 6 4 が開 くよ

うになつている。なお、クランプ操作部 1 2 4 によるクランプ 6 4 の開閉操

作の詳細については、後述する。

[0062] 図 5 に示すように、チューブホルダ 1 1 8 は、さらに、クランプ 6 4 より

上流側の位置で第 1 チューブ 5 6 内を通過する液の種別を検知するセンサ 1

3 6 を有する。センサ 1 3 6 は、投光部 1 3 6 a および受光部 1 3 6 b か ら

な り、間を通過する液の光透過度合いに基づいてその液の種別を判定するこ

とができる。チューブホルダ 1 1 8 の下面には、センサ 1 3 6 またはそのィ

ンターフェース回路に導通する複数の接点 （図示せず）が設けられてお り、

これ らの接点が遠心 ドラム 7 4 の中心体 7 4 a に設けられた受け側の電極 8

8 (図 3 参照）に接触することにより、センサ 1 3 6 の信号がマイクロコン

ピュータに供給可能となっている。

[0063] 本実施形態に係る血液バ ッグシステム 1 0 は、基本的には上記のように構

成されるものであり、次に、その作用および効果について説明する。

[0064] まず、図 1 を参照する。 ドナーか ら採血する際、前述 したように、先ず、

採血初流を初流血バ ッグ 2 8 に採取する。採血初流を採取 し終えた ら、クラ



ンプ 3 6 によ り分岐チューブ 3 4 を閉塞 し、封止部材 3 2 に対 して上述 した

破断操作を行 って、第 1 採血チューブ 2 0 の流路を開通 させる。このとき、

クランプ 3 0 は開放状態、封止部材 4 6 は初期状態 （閉塞状態）としてお く

。すると、 ドナ一か らの血液は、第 2 および第 1 採血チューブ 2 2 、 2 0 を

経 由 して採血バ ッグ 1 8 に流入する。所定量の血液を採血バ ッグ 1 8 に採取

および貯留 した ら、採血バ ッグ 1 8 内の血液 （全血）が流出 しないように、

クランプ 3 0 によ り第 1 採血チューブ 2 0 を閉塞する。そ して、チューブシ

一ラー等によって第 1 採血チューブ 2 0 を溶着および封止 した後に第 2 採血

チューブ 2 2 を封止 した部分で切断する。

[0065] 次に、採血バ ッグ 1 8 を上方位置 とし、親バ ッグ 5 0 を下方位置 とし、そ

の中間位置にフィルタ 4 0 を配置 してか ら、入口側チューブ 4 2 の一端部に

設けられた封止部材 4 6 に対 して破断操作を行 って、入口側チューブ 4 2 の

流路を開通 させる。これによ り、採血バ ッグ 1 8 内の全血は、入口側チュー

ブ 4 2 を介 してフィルタ 4 0 に流入 し、フィルタ 4 0 を通る過程で白血球お

よび血小板を除去 され、出口側チューブ 4 4 を介 して親バ ッグ 5 0 に流入 し

採取 される。その後、チューブシ一ラ一等によって、出口側チューブ 4 4 を

クランプ 4 8 よ り下流側の位置で溶着および封止 した うえで、出口側チュー

ブ 4 4 を封止 した部分で切断する。

[0066] 次に、親バ ッグ 5 0 に採取 した血液成分を、血漿および濃厚赤血球に分離

し、それぞれ所定のバ ッグに貯留するために、血液バ ッグシステム 1 0 の分

離処理部 1 6 を遠心分離移送装置 7 0 に装着する。この装着に際 して、まず

、クランプ 6 4 によ り、第 1 チューブ 5 6 の流路を閉塞状態 としてか ら、封

止部材 6 6 に対 して上述 した破断操作を行 って、その流路を開通 させる。

[0067] そ して、図 5 に示 したように、第 1 チューブ 5 6 をチューブホルダ 1 1 8

に保持 させるとともに、親バ ッグ 5 0 を、その上部をチューブホルダ 1 1 8

に固定 した状態に してユニッ ト本体 9 6 の第 3 室 1 1 4 (図 4 参照）に収容

する。また、子バ ッグ 5 2 は第 1 室 1 0 0 に収容 し、薬液バ ッグ 5 4 は第 2

室 1 0 2 に収容する。このとき、遠心工程後の分離工程において、子バ ッグ



5 2 に血漿がスムーズに流入 し、貯留 され るよ うに、子バ ッグ 5 2 は折 り曲

げない状態で第 1 室 1 0 0 に収容す るのが よい。分離処理部 1 6 をュニ ッ ト

本体 9 6 に装着 および収容 した ら、カバ一体 9 8 をュニ ッ ト本体 9 6 に装着

して、イ ンサー トユニ ッ ト7 8 を組立状態 とす る。

[0068] 次 に、図 2 に示す よ うに、血液バ ッグシステム 1 0 が収容 されたイ ンサ一

トユニ ッ ト7 8 を遠心分離移送装置 7 0 のュニ ッ ト揷入孔 7 6 に挿入す る。

これ によ り、保持 レバ一 8 6 がチュー ブホル ダ 1 1 8 の端部 を固定す る。ま

た、セ ンサ またはそのイ ンタ一 フェース回路の接点は電極 8 8 (図 3 参照）

に接触す る。基本的に遠心分離移送装置 7 0 には 6 つのイ ンサー トュニ ッ ト

7 8 を装着す るが、バ ランスが取れ ていれ ば 5 つ以下 （好ま しくは、等間隔

角度 に 3 つまたは 2 つ）で もよい。

[0069] 次 に、遠心分離移送装置 7 0 の蓋 7 2 を閉 じた後、操作部 8 2 を操作す る

ことによって遠心工程 および分離工程 を自動的に行 う。遠心分離移送装置 7

0 の 自動動作では、先ず遠心 ドラム 7 4 を回転 させ る ことによ り遠心工程 を

行 う。 この とき、クランプ 6 4 は予め閉 じられ ているが、 さらに確実 を期す

ために、第 1 ロッ ド9 0 を一度進 出 させてクランプ 6 4 を閉塞状態 とす るの

が よい。

[0070] 図 6 に示す よ うに、遠心工程 では、第 1 室 1 0 0 内の親バ ッグ 5 0 に貯留

された血液成分が遠心 力を受 ける ことによ り、重比重成分の濃厚赤血球 1 3

9 が外径方 向に移 り、軽比重成分の血漿 1 3 8 が 内径方 向に移 り、 2 つの層

に分離す る。

[0071 ] 遠心分離移送装置 7 0 は、遠心工程の後 に分離工程 に移 る。分離工程 では

、遠心 ドラム 7 4 の回転 を維持 したまま、クランプ駆動手段 9 4 a の第 2 口

ッ ド9 2 を動作 させて第 1 チュー ブ 5 6 の流路 を開放状態 にす る。

[0072] 次 に、図 6 に示す よ うに、押子 8 0 を遠心方 向 A に変位 させて親バ ッグ

5 0 を押圧す る。親バ ッグ 5 0 は押子 8 0 と壁 に挟 まれ て容積が減少す るた

め、内容液が第 1 チュー ブ 5 6 か ら吐出 され る。 この とき、第 1 チュー ブ 5

6 は内径側 に指 向 している ことか ら、最 も内径側 に位置す る血漿 1 3 8 が親



バッグ 5 0 から流出し、第 1 チューブ5 6 、分岐コネクタ 6 2 および第 2 チ

ュ一ブ5 8 を経て子バッグ 5 2 に流入する。

[0073] 血漿 1 3 8 が親バッグ 5 0 から流出し終えたら、次に濃厚赤血球 1 3 9 が

親バッグ 5 0 から流出し始める。このとき、第 1 チューブ5 6 に赤血球が流

れたことをセンサ 1 3 6 (図 5 も参照）により検出したら、押子 8 0 を停止

するとともに、クランプ駆動手段 9 4 a の第 1 ロッド9 0 を動作させてクラ

ンプ6 4 により第 1 チューブ5 6 の流路を閉塞する。これにより、子バッグ

5 2 に赤血球が流入することが阻止される。なお、センサ 1 3 6 は、第 1 チ

ユ ー ブ5 6 を流れる液体の透明度 （換言すると、濁度）から、第 1 チューブ

5 6 に赤血球が流れたことを確認できる。

[0074] 以上の分離工程が終了したら、分離処理部 1 6 をィンサ一 トユニット7 8

から取り出して、第 2 チューブ5 8 を溶着および封止した後に切断すること

によって子バッグ 5 2 を切り離す。次に、薬液バッグ 5 4 を上方位置に配置

するとともに、親バッグ 5 0 を下方位置に配置 したうえで、クランプ6 4 を

操作して第 1 チューブ5 6 の流路を開放することで、薬液バッグ 5 4 内の赤

血球保存液を第 3 チューブ6 0 および第 1 チューブ5 6 を介して親バッグ 5

0 に流入させる。薬液バッグ 5 4 内からの赤血球保存液の排出が十分に行わ

れたことを確認したら、第 1 チューブ5 6 を溶着および封止した後に切断す

ることによって親バッグ 5 0 を切り離す。

[0075] 以上の処理を行うことにより、全血から白血球および血小板を除去し、残

余の血液成分を血漿および濃厚赤血球の 2 つの成分に分離し、血漿および濃

厚赤血球を異なるバッグ （親バッグ 5 0 と子バッグ 5 2 ) に分けて収容、保

存することができる。

[0076] 図 7 A および図 7 B は、クランプ6 4 の斜視図である。クランプ6 4 は、

図 7 A ではプリ口ック状態となっており、図 7 B では閉じて第 1 チューブ5

6 を閉塞した状態となっている。図 7 A および図 7 B に示すように、クラン

プ6 4 は、ロック部 1 4 0 が設けられたベース部 1 4 2 と、突起部 1 4 4 が

設けられた開閉部 1 4 6 と、ベース部 1 4 2 と開閉部 1 4 6 とを連結する屈



曲部 1 4 8 とを備え、ベース部 1 4 2 、開閉部 1 4 6 および屈曲部 1 4 8 は

—体形成されている。

[0077] なお、クランプ6 4 に関する以下の説明において、ベース部 1 4 2 の延在

方向をX方向とし、X方向に直交するベース部 1 4 2 の幅方向をY方向とし

、X方向およびY方向に直交する方向をZ 方向とする。

[0078] クランプ6 4 は、樹脂製の部材からなり、成形時にはベース部 1 4 2 、屈

曲部 1 4 8 および開閉部 1 4 6 が直線上に並んだ形状を呈するが、屈曲部 1

4 8 の箇所で屈曲するように弾性変形させることで、図7 A または図7 Bの

形状となる。

[0079] ベース部 1 4 2 は全体として板状であり、その内面にロック部 1 4 0 が設

けられている。ロック部 1 4 0 は、ベース部 1 4 2 の内面からほぼ垂直に （

Z 方向に）突出する第 1係合部 1 5 0 と第 2 係合部 1 5 2 とを有し、第 1係

合部 1 5 0 と第 2 係合部 1 5 2 との間に突起部 1 4 4 が挿入可能な係合溝 1

5 4 が形成されている。第 1係合部 1 5 0 と第 2 係合部 1 5 2 の先端には、

係合溝 1 5 4 の側に突出し突起部 1 4 4 に係合可能な係合爪 1 5 0 a 、 5

2 a がそれぞれ形成されている。

[0080] 第 1係合部 1 5 0 および第 2 係合部 1 5 2 の根元には、それぞれベース部

4 2 の延在方向 （X方向）に沿って、第 1 チューブ5 6 が揷通可能な大き

さの貫通孔 1 5 0 b 、 1 5 2 b が設けられる。また、屈曲部 1 4 8 には、屈

曲部 1 4 8 の延在方向に沿って延在 して屈曲部 1 4 8 の厚さ方向に貫通する

、第 1 チューブ5 6 が揷通可能な大きさの貫通孔 1 4 8 a が設けられる。

[0081 ] 第 1係合部 1 5 0 には、第 1係合解除部 1 5 6 の根元が連結 している。図

示した一構成例に係る第 1係合解除部 1 5 6 は、第 1係合部 1 5 0 の先端か

ら屈曲して第 2 係合部 1 5 2 から離間する方向に延在するように形成され、

突起部 1 4 4 とロック部 1 4 0 との係合状態において、ベース部 1 4 2 と開

閉部 1 4 6 との間に位置する。第 1係合解除部 1 5 6 の先端には、外側に屈

曲し、クランプ操作部 1 2 4 の第 2 押圧体 1 3 4 が係合可能な第 1 弓Iつ掛け

片 1 6 0 が設けられている。なお、第 1係合解除部 1 5 6 は、第 1係合部 1



5 0 の先端ではなく、延在方向 （Z 方向）の途中位置に設けられてもよい。

[0082] 第 2 係合部 1 5 2 には、第 2 係合解除部 1 5 8 の根元が連結 している。図

示した一構成例に係る第 2 係合解除部 1 5 8 は、第 2 係合部 1 5 2 の先端か

ら屈曲して屈曲部 1 4 8 側に延在するように形成されている。また、第 2 係

合解除部 1 5 8 の先端には、第 2 係合解除部 1 5 8 を解除状態にする解除ピ

ン1 6 6 (図 8 参照）が係合可能な第 2 引っ掛け片 1 6 2 が設けられている

。図示例の第 2 引っ掛け片 1 6 2 は、第 2 係合解除部 1 5 8 の先端部でY 2

方向側に屈曲して形成されている。なお、第 2 係合解除部 1 5 8 は、第 2 係

合部 1 5 2 の先端ではなく、延在方向 （Z 方向）の途中位置に設けられても

よい。

[0083] 開閉部 1 4 6 は全体として板状であり、その内面には第 1 チューブ5 6 を

押圧する突起部 1 4 4 がほぼ垂直に設けられている。また、開閉部 1 4 6 に

は、外側から第 1係合解除部 1 5 6 を押圧できるように第 1係合解除部 1 5

6 を部分的に露出させる開放部 1 6 4 が設けられている。図示した一構成例

に係る開放部 1 6 4 は、開閉部 1 4 6 の幅方向 （X方向）の一方側に設けら

れた切欠きとして形成されているが、この構成に限らず、開閉部 1 4 6 の厚

さ方向 （Y方向）に貫通する開口として形成されてもよい。

[0084] 突起部 1 4 4 の一方の側面には、第 1係合部 1 5 0 の係合爪 1 5 0 a が係

合可能な爪部 1 4 4 a が設けられ、突起部 1 4 4 の他方の側面には、第 2 係

合部 1 5 2 の係合爪 1 5 2 a が係合可能な2 つの爪部 1 4 4 b 、 1 4 4 c が

設けられている。

[0085] 爪部 1 4 4 c は爪部 1 4 4 b よりも突起部 1 4 4 の先端側に設けられてお

り、図7 A に示すように、第 2 係合部 1 5 2 の係合爪 1 5 2 a を爪部 1 4 4

c に係合させると、第 1 チューブ5 6 が貫通孔 1 5 0 b 、 1 5 2 b を揷通で

きる状態でプリロックされる。したがって、プリロック状態では、第 1 チュ

—ブ5 6 は突起部 1 4 4 により押圧されず、第 1 チューブ5 6 の流路は開放

状態となっている。

[0086] 図7 B に示すように、第 1係合部 1 5 0 と第 2 係合部 1 5 2 の係合爪 1 5



0 a 、 1 5 2 a が突起部 1 4 4 の爪部 1 4 4 a 、 1 4 4 c に係合する位置ま

で突起部 1 4 4 が係合溝 1 5 4 に挿入 されると、第 1 チューブ 5 6 は突起部

4 4 によ り押圧 されて、第 1 チューブ 5 6 の流路は閉塞状態 となる。

[0087] 図 8 は、チューブホルダ 1 1 8 に設 けられたクランプ開閉機構 1 7 0 の構

成を示す一部省略斜視図である。クランプ開閉機構 1 7 0 は、クランプ 6 4

を保持 し位置決めするクランプ保持部 1 2 2 と、クランプ保持部 1 2 2 に設

けられた解除 ピン 1 6 6 と、クランプ 6 4 の開閉操作をするクランプ操作部

2 4 とを有する。

[0088] 解除 ピン 1 6 6 は、クランプ保持部 1 2 2 の底面か ら上方に突出 し、その

先端部にテ一パ面 1 6 6 a が形成 された部材であ り、クランプ保持部 1 2 2

に装着 したクランプ 6 4 の第 2 係合解除部 1 5 8 を横方向 （B 2 方向）に押

圧することで第 2 係合部 1 5 2 を係合解除位置に変位 させる機能を有する。

[0089] クランプ操作部 1 2 4 は、上述 したように、第 1 押圧体 1 3 2 と第 2 押圧

体 1 3 4 とを有する。第 1 押圧体 1 3 2 は、第 1 ロッ ド9 0 の操作によ り揺

動 して開閉部 1 4 6 を押 し込み、第 2 押圧体 1 3 4 は、第 2 ロッ ド9 2 の操

作によ り揺動 して第 1 係合解除部 1 5 6 を傾動 させる。第 1 押圧体 1 3 2 と

第 2 押圧体 1 3 4 は、それぞれ、 ピン 1 2 8 、 3 0 でチューブホルダ 1 1

8 に回転 自在に支持 されるとともに、図示 しないパネによ りA 1 方向に付勢

されてお り、第 1 ロッ ド9 0 および第 2 口ッ ド9 2 によ り押圧 されたときに

前記パネの付勢力に杭 してクランプ保持部 1 2 2 側 （A 1 方向側）に変位す

るように構成 されている。

[0090] 図 9 A 〜図 9 C は、クランプ開閉機構 1 7 0 によ りクランプ 6 4 を開ける

様子を示す模式的動作説明図である。図 9 A に示すように、クランプ 6 4 を

クランプ保持部 1 2 2 に装着すると、解除 ピン 1 6 6 によ り第 2 係合解除部

5 8 が押圧 されて第 2 係合部 1 5 2 が B 2 方向に弾性変形 して変位する。

この場合、解除 ピン 1 6 6 の上部に設けられたテ一パ面 1 6 6 a によ り第 2

係合解除部 1 5 8 が案内されるため、クランプ保持部 1 2 2 へのクランプ 6

4 の装着をスムーズに行 うことができる。



[0091 ] この よ うに、第 2 係合部 1 5 2 が B 2 方 向に変位す る ことで、突起部 1 4

4 の爪部 1 4 4 b 力、ら第 2 係合部 1 5 2 の係合爪 1 5 2 a が離脱 し、第 2 係

合部 1 5 2 が係合解除状態 となる。従 って、クランプ 6 4 をクランプ保持部

2 2 に装着 した状態では、クランプ 6 4 の第 2 係合部 1 5 2 は常に係合解

除状態 とな っている。

[0092] 図 9 B に示す よ うに、第 2 ロッ ド9 2 を進 出 させ ると、第 2 押圧体 1 3 4

が回動 し、第 2 押圧体 1 3 4 に設 け られた解除爪 1 3 4 a が第 1 係合解除部

5 6 の第 1 引 っ掛 け片 1 6 0 に引 っ掛か る ことで、第 1 係合部 1 5 0 力《B

1 方 向に弾性変形 して変位す る。 これ によ り、突起部 1 4 4 の爪部 1 4 4 a

か ら第 1 係合部 1 5 0 の係合爪 1 5 0 a が離脱 し、第 1 係合部 1 5 0 が係合

解除状態 となる。

[0093] この よ うに、第 1 係合部 1 5 0 と第 2 係合部 1 5 2 が ともに係合解除状態

となる ことで、突起部 1 4 4 に対す る ロック部 1 4 0 による ロックが解除 さ

れ るため、図 9 C に示す よ うに、突起部 1 4 4 が A 2 方 向に変位す る。 これ

によ り、クランプ 6 4 が開いた状態 とな り、第 1 チュー ブ 5 6 の流路が開放

す る。

[0094] 図 1 0 八〜図 1 O C は、クランプ開閉機構 1 7 0 によ りクランプ 6 4 を閉

じる様子 を示す模式的動作説明図である。図 1 O A に示す よ うに、第 2 ロッ

ド9 2 を後退 させ ると、第 2 押圧体 1 3 4 は元の位置 に戻 り、第 1 係合解除

部 1 5 6 も元の位置 に戻 る。 この状態か ら、第 1 ロッ ド9 0 を進 出 させ ると

、第 1 押圧体 1 3 2 が回動 してクランプ 6 4 の開閉部 1 4 6 を A 1 方 向に押

圧す る。

[0095] この結果、突起部 1 4 4 が係合溝 1 5 4 の深 い位置 に挿入 され 、第 1 係合

音Ι 5 0 の係合爪 1 5 0 a が突起部 1 4 4 の爪部 1 4 4 a に係合 し、突起部

1 4 4 が第 1 係合部 1 5 0 によ りロック された状態 となる。 これ によ り、図

O C に示す よ うに、クランプ 6 4 が閉 じられ て突起部 1 4 4 によ り第 1 チ

ユ ー ブ 5 6 が押圧 され 、第 1 チュー ブ 5 6 の流路が閉塞 され る。

[0096] 上述 した よ うに、本実施形態 に係 るクランプ 6 4 によれ ば、第 1 係合解除



部 1 5 6 と第 2 係合解除部 1 5 8 の両方の係合を解除 しない限 り、ロック部

4 0 による突起部 1 4 4 に対するロックが解除されないので、確実かつ安

定的に第 1 チューブ 5 6 の閉塞状態を維持できる。

[0097] 第 2 係合解除部 1 5 8 は、突起部 1 4 4 と屈曲部 1 4 8 との間に設けられ

ているため、クランプ 6 4 を取 り扱 う者の手指によ り操作 しに くし、。このよ

うに、操作 しに くい位置に第 2 係合解除部 1 5 8 があるため、第 1 チューブ

5 6 の閉塞状態を一層確実に維持できる。

[0098] 本実施形態に係るクランプ 6 4 では、第 2 引っ掛 け片 1 6 2 が解除 ピン 1

6 6 に係合することによ り第 2 係合解除部 1 5 8 が解除状態 となる。従 って

、第 2 引っ掛 け片 1 6 2 の作用によ り第 2 係合解除部 1 5 8 をスムーズに解

除状態 とすることができる。

[0099] 第 1 係合解除部 1 5 6 は、第 1 係合部 1 5 0 の先端か ら屈曲 して第 2 係合

部 1 5 2 か ら離間する方向に延在するとともに、突起部 1 4 4 とロック部 1

4 0 との係合状態において、ベース部 1 4 2 と開閉部 1 4 6 との間に位置 し

てお り、クランプ 6 4 を取 り扱 う者の手指によ り操作 しに くし、。このように

、操作 しに くい位置に第 1 係合解除部 1 5 6 があるため、第 1 チューブ 5 6

の閉塞状態を一層確実に維持できる。

[01 00] 開閉部 1 4 6 には、外側か ら第 1 係合解除部 1 5 6 を押圧可能にする開放

部 1 6 4 が設 けられているので、開放部 1 6 4 を通 して、開閉部 1 4 6 の外

側か ら第 1 係合解除部 1 5 6 を押圧することができる。従 って、第 1 係合解

除部 1 5 6 の外側の位置に第 1 係合解除部 1 5 6 を操作する手段が設けられ

ている場合でも、第 1 係合解除部 1 5 6 を容易に解除状態 とすることができ

る。

[01 0 1] また、本実施形態に係る血液バ ッグシステム 1 0 によれば、ロック状態を

安定的に維持できかつ必要な場合には開 くことが可能なクランプ 6 4 が第 1

チューブ 5 6 に取 り付けられているので、第 1 チューブ 5 6 の流路を開閉す

ることによ り、親バ ッグ 5 0 と子バ ッグ 5 2 間の連通状態を切 り替え、これ

によ り、所望の血液処理を好適に行 うことが可能 となる。



[01 02] クランプ 6 4 は、上述 したチュー ブホル ダ 1 1 8 に設 けられたクランプ開

閉機構 1 7 0 によ り開放できるだ けでな く、図 1 1 に示す ようなクランプ開

放治具 1 8 0 を用 いても開放す ることが可能である。クランプ開放治具 1 8

0 は、ベ一ス プ レー ト1 8 1 と、クランプ 6 4 を位置決め して固定す るクラ

ンプ保持部 1 8 2 と、第 1 係合解除部 1 5 6 を押圧す る押圧体 1 8 4 と、第

2 係合解除部 1 5 8 を押圧す る解除 ピン 1 8 6 と、を有す る。

[01 03] クランプ開放治具 1 8 0 におけるクランプ保持部 1 8 2 は、クランプ開閉

機構 1 7 0 におけるクランプ保持部 1 2 2 と同様 に、クランプ 6 4 を装着 し

て位置がずれないように固定す る機能 を有す る。一構成例 に係 るクランプ保

持部 1 8 2 は、ベ一ス プ レー ト1 8 1 か ら突出す る 3 つの壁 1 8 2 a 、 1 8

2 b 、 8 2 c によ り構成 されている力、 クランプ保持部 1 2 2 と同様 に、

上方に開口す る溝によ り構成 されてもよい。

[01 04] 解除 ピン 1 8 6 は、クランプ開閉機構 1 7 0 における解除 ピン 1 6 6 と同

—構成である。押圧体 1 8 4 は、クランプ開閉機構 1 7 0 における第 2 押圧

体 1 3 4 と同一構成であ り、解除爪 1 3 4 a と同一構成の解除爪 1 8 4 a を

有す る。

[01 05] このようなクランプ開放治具 1 8 0 にクランプ 6 4 を装着す ると、解除 ピ

ン 1 8 6 によ り第 2 係合解除部 1 5 8 が押圧 され ることで第 2 係合部 1 5 2

が係合解除状態 となる。そ して、押圧体 1 8 4 を手指で押す と、解除爪 1 8

4 a によ り第 1 係合解除部 1 5 6 が押圧 され ることで第 1 係合部 1 5 0 が係

合解除状態 とな り、クランプ 6 4 が開放す る。すなわち、クランプ開放治具

8 0 を用 いることによ り、チュー ブホル ダ 1 1 8 に装着 しな くてもクラン

プ 6 4 を開放す ることができる。従 って、何 らかの理 由によ り、チュー ブホ

ル ダ 1 1 8 に装着す る前段階でクランプ 6 4 を開放す る必要が生 じた場合で

も、無駄な作業を行 うことな く、簡易かつ迅速にクランプ 6 4 を開放す るこ

とができる。

[01 06] なお、本実施形態では、親バ ッグ 5 0 、子バ ッグ 5 2 および薬液バ ッグ 5

4 を含む多連バ ッグ （分離処理部 1 6 ) におけるチュー ブ （第 1 チュー ブ 5



6 ) にクランプ 6 4 が設 けられたが、クランプ 6 4 は他の形態の血液バ ッグ

システム 1 0 におけるチュー ブに設 けられてもよい。従 って、クランプ 6 4

は、例 えば、全血 を血漿、バ フィ一コー トおよび濃厚赤血球の 3 成分に分離

す るために使用 され る血液バ ッグシステムにおけるチュー ブに設 けられても

よい。

[01 07] また、クランプ 3 0 、 3 6 および 4 8 と して、本発明のクランプ 6 4 を用

いてもよい。また、第 2 チュー ブ 5 8 および第 3 チュー ブ 6 0 にも、クラン

プ 6 4 を設 けてもよい。

[01 08] 上記において、本発明について好適な実施の形態 を挙 げて説明 したが、本

発明は前記実施の形態に限定 され るものではな く、本発明の要 旨を逸脱 しな

い範囲において、種 々の改変が可能な ことは言 うまでもない。



請求の範囲

[請求項 1] チュー ブ （5 6 ) の流路 を閉塞および開放す るクランプ （6 4 ) で

あって、

前記チュー ブ （5 6 ) を押圧す る突起部 （1 4 4 ) と、

前記突起部 （1 4 4 ) を係合可能な係合溝 （1 5 4 ) をそれ らの間

に形成す る第 1 係合部 （1 5 0 ) および第 2 係合部 （1 5 2 ) を有す

るロック部 （1 4 0 ) と、

前記第 1 係合部 （1 5 0 ) と前記突起部 （1 4 4 ) との係合状態 を

解除す る第 1 係合解除部 （1 5 6 ) と、

前記第 2 係合部 （1 5 2 ) と前記突起部 （1 4 4 ) との係合状態 を

解除す る第 2 係合解除部 （1 5 8 ) と、を備 え、

前記突起部 （1 4 4 ) と前記第 1 係合部 （1 5 0 ) および前記第 2

係合部 （1 5 2 ) との係合状態が解除 され ると、前記チュー ブ （5 6

) の流路 を開放す る、

ことを特徴 とす るクランプ （6 4 ) 。

[請求項2] 請求項 1 記載のクランプ （6 4 ) において、

前記クランプ （6 4 ) は、前記 ロック部 （1 4 0 ) が立設 されたベ

ース部 （1 4 2 ) と、前記突起部 （1 4 4 ) が立設 された開閉部 （1

4 6 ) と、前記ベース部 （1 4 2 ) と前記開閉部 （1 4 6 ) とが対向

す るように前記ベース部 （1 4 2 ) と前記開閉部 （1 4 6 ) とを連結

す る屈曲部 （1 4 8 ) とが一体形成 された ものであ り、

前記ベース部 （1 4 2 ) の先端か ら前記屈曲部 （1 4 8 ) 側 に向か

つて、前記第 1 係合部 （1 5 0 ) と前記第 2 係合部 （1 5 2 ) は、 こ

の順で配置 され、

前記第 2 係合解除部 （1 5 8 ) は、前記突起部 （1 4 4 ) と前記 口

ック部 （1 4 0 ) との係合状態において前記突起部 （1 4 4 ) と前記

屈曲部 （1 4 8 ) との間に位置す る、

ことを特徴 とす るクランプ （6 4 ) 。



[請求項3] 請求項 2 記載のクランプ （6 4 ) において、

前記第 2 係合解除部 （1 5 8 ) は、前記第 2 係合部 （1 5 2 ) か ら

前記屈曲部 （1 4 8 ) 側 に突出 し、

前記第 2 係合解除部 （1 5 8 ) の先端には、前記第 2 係合解除部 （

5 8 ) を解除状態にす る解除 ピンが係合可能な引 っ掛 け片 （1 6 2

) が設 けられ る、

ことを特徴 とす るクランプ （6 4 ) 。

[請求項4] 請求項 2 記載のクランプ （6 4 ) において、

前記第 1 係合解除部 （1 5 6 ) は、前記第 2 係合部 （1 5 2 ) か ら

離間す る方向に、前記第 1 係合部 （1 5 0 ) か ら突出す るとともに、

前記突起部 （1 4 4 ) と前記 ロック部 （1 4 0 ) との係合状態におい

て、前記ベース部 （1 4 2 ) と前記開閉部 （1 4 6 ) との間に位置す

る、

ことを特徴 とす るクランプ （6 4 ) 。

[請求項5] 請求項 4 記載のクランプ （6 4 ) において、

前記開閉部 （1 4 6 ) には、前記開閉部 （1 4 6 ) の外側か ら前記

第 1 係合解除部 （1 5 6 ) を押圧可能なように前記第 1 係合解除部 （

5 6 ) を部分的に露出 させ る開放部 （1 6 4 ) が設 けられ る、

ことを特徴 とす るクランプ （6 4 ) 。

[請求項6] 全血 または血液成分 を収容す るように構成 された複数のバ ッグ （5

0 、 5 2 、 5 4 ) と、

前記複数のバ ッグ （5 0 、 5 2 、 5 4 ) を互 いに接続す る少な くと

も 1 つのチュー ブ （5 6 ) と、

前記チュー ブ （5 6 ) に取 り付 けられたクランプ （6 4 ) と、を備

え、

前記クランプ （6 4 ) は、

前記チュー ブ （5 6 ) を押圧す る突起部 （1 4 4 ) と、

前記突起部 （1 4 4 ) を係合可能な係合溝 （1 5 4 ) をそれ らの間



に形成す る第 1 係合部 （1 5 0 ) および第 2 係合部 （1 5 2 ) を有す

るロック部 （1 4 0 ) と、

前記第 1 係合部 （1 5 0 ) と前記突起部 （1 4 4 ) との係合状態 を

解除す る第 1 係合解除部 （1 5 6 ) と、

前記第 2 係合部 （1 5 2 ) と前記突起部 （1 4 4 ) との係合状態 を

解除す る第 2 係合解除部 （1 5 8 ) と、を備 え、

前記突起部 （1 4 4 ) と前記第 1 係合部 （1 5 0 ) および前記第 2

係合部 （1 5 2 ) との係合状態が解除 され ると、前記チュー ブ （5 6

) の流路 を開放す る、

ことを特徴 とす る血液バ ッグシステム。

[請求項7] 血液成分 を収容す るように構成 された第 1 バ ッグ （5 0 ) と、

前記血液成分 を遠心分離 して得 られた上清成分 を収容す るように構

成 された第 2 バ ッグ （5 2 ) と、

前記血液成分 を遠心分離 して得 られた沈降成分 を保存す るための保

存液 を収容す るように構成 された第 3 バ ッグ （5 4 ) と、

途中位置 に分岐部 （6 2 ) を有 し、前記第 1 バ ッグ （5 0 ) と前記

第 2 バ ッグ （5 2 ) とを接続 し、かつ前記第 1 バ ッグ （5 0 ) と前記

第 3 バ ッグ （5 4 ) とを接続す る移送 ライン （5 5 ) と、

前記移送 ライン （5 5 ) における、前記第 1 バ ッグ （5 0 ) と前記

分岐部 （6 2 ) との間のチュー ブ （5 6 ) に取 り付 けられたクランプ

( 6 4 ) と、を備 え、

前記クランプ （6 4 ) は、

前記チュー ブ （5 6 ) を押圧す る突起部 （1 4 4 ) と、

前記突起部 （1 4 4 ) を係合可能な係合溝 （1 5 4 ) をそれ らの間

に形成す る第 1 係合部 （1 5 0 ) および第 2 係合部 （1 5 2 ) を有す

るロック部 （1 4 0 ) と、

前記第 1 係合部 （1 5 0 ) と前記突起部 （1 4 4 ) との係合状態 を

解除す る第 1 係合解除部 （1 5 6 ) と、



前記第 2 係合部 （1 5 2 ) と前記突起部 （1 4 4 ) との係合状態 を

解除す る第 2 係合解除部 （1 5 8 ) と、を備 え、

前記突起部 （1 4 4 ) と前記第 1 係合部 （1 5 0 ) および前記第 2

係合部 （1 5 2 ) との係合状態が解除 され ると、前記チュー ブ （5 6

) の流路 を開放す る、

ことを特徴 とす る血液バ ッグシステム。
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C . 関連す ると認 め られ る文献
引用文献の 関連す る
カテ ゴ リ一 水 引用文献名 及び一部の箇所が関連す るときは、そ の 関連す る箇所の表示 請求項 の番号

X 日本 国実用新案登録 出願 01-078976 号 （日本 国実用新案登録 出願公 開 1-2 ，4
Y 02-0 17 142 号）の願 書 に添付 した明細書及び 図面 の内容 を撮影 したマ 6-7

A イ ク 口フ ィ ル ム （大谷 卓）1990. 02. 0 5，第 4 頁第 4 行 - 第 6 頁第 4 行 ， 3，5
第 1-5 図 （フ ア ミリー な し）

X JP 02-004384 A ( テ ル モ 株 式会社） 1990· 01. 09，第 3 頁右 上欄 第 13 1-2

Y 行 - 第 4 頁右 上欄 第 17 行 ，第 1-3 図 （c) ( フ ァ ミ リー な し） 6-7

A 3，5

c 欄の続 きにも文献が列挙 されてい る。 パ テ ン トファミリーに関す る別紙 を参照。

* 引用文献のカテ ゴリー の 日の後に公表 された文献
ΓΑ 」特 に関連のある文献ではなく、一般的技術水準 を示す 「τ 」国際出願 日又は優先 日後 に公表 された文献であって

もの 出願 と矛盾す るもの で はな く、発明の原理又は理論
ΓΕ 」国際出願 日前の出願 または特許 であるが、国際出願 日 の理解 のために引用す るもの

以後 に公表 されたもの rx 」特に関連のある文献であって、当該文献のみで発明
「L 」優先権主張に疑義 を提起す る文献又は他 の文献の発行 の新規性又は進歩性がない と考 え られ るもの

日若 しくは他 の特別 な理 由を確 立す るために引用す ΓΥ 」特に関連のある文献であって、当該文献 と他の 1 以
る文献 （理 由を付す） 上の文献 との、当業者 に とって 自明である組合せ に

Γθ 」 口頭 による開示、使用、展示等に言及す る文献 よって進歩性 がない と考 え られ るもの

「Ρ 」国際出願 日前で、かつ優先権の主張の基礎 となる出願 Γ& 」同一パ テ ン トファミリー文献

国際調査 を完了 した 日 国際調査報告の発送 日
0 2 . 0 8 . 2 0 1 1 1 6 . 0 8 . 2 0 1

国際調査機 関の名称及びあて先 特許庁審査官 （権限のある職員） 3 I 9 1 3 4

日本 国特許庁 （I S A J Ρ )
宫崎 敏長

郵便番号 1 0 0 — 8 9 1 5
東京都千代 田区霞が関三丁 目4 番 3 号 電話番号 0 3 — 3 5 8 1 — 1 1 0 1 内線 3 3 4 6

様式 P C T l S A 2 1 0 (第 2 ページ） （2 0 0 9 年 7 月）



国際調査報告 国際出願番号 P C P 2 0 0 6 1 7 6 8

C (続 き） . 関連す ると認 められ る文献
引用文献の 関連す る
カ テ ゴ リー * 引用文献名 及び一部の箇所が関連す るときは、そ の 関連す る箇所の表示 請求項の番号

Y JP 05-277153 A (川 澄化学工業株式会社 ) 1993. 【0007 】 6-7

【0023 】， 【図 1】- 【図 6】 （ファ ミリーな し）

US 2002/0087126 A l (Eric QUAH) 2002. 07. 04, [0052] - [0088] ，全 図 1-7

& W0 2002/053222 A2 & TW 534825 B & CN 1545426 A & AR 32376 A

様式 P C T I S A 2 1 0 (第 2 ペー ジの続き） （2 0 0 9 年 7 月）



国際調査報告 国際出願番号 P C T / J P 2 0 1 1 / 0 6 1 7 6 8

第 Π欄 請求の範囲の一部の調査ができない ときの意見 （第 1 ページの 2 の続き）

法第 8条第3項 （P C T 17条 （2) (a) ) の規定によ り、 こ の 国際調査報告 は次の理 由に よ り請求の範 囲の一部 について作
成 しなかった。

1 . Γ" 請求項 は、この国際調査機 関が調査 をす るこ とを要 しない対象 に係 るものである。
つま り、

請求項 は、有意義な国際調査 をす ることができる程度まで所定の要件 を満
ない国際出願 の部分に係 るものである。つま り、

3 . 請求項 は、従属請求の範囲であって P C T 規則 6. 4 (a) の第 2 文及び第3文の規定に
従って記載 されていない。

第 欄 —発明の単一性が欠如 しているときの意見 （第 1 ページの 3 の続 き）

次に述べ るよ うにこの国際出願 に二以上の発明があるとこの国際調査機 関は認 めた。

文献 1-2 にはいずれにも請求項 1-2 の クランプが記載 されてい る。 したがって、請求項 1-2 に係
る発 明は、文献 1-2 に記載 された発 明に対 して新規性 が認 め られない。よって、請求項 1-7 の 間
には、共通の特別 な技術的特徴が存在 しない。そ して、特許請求の範囲には、請求項 1-3 に係
る発 明、請求項4-5 に係 る発 明、請求項6に係 る発 明、請求項7に係 る発 明、の 4 の発 明 （群）が
¾ よ リ。

1 . 出願人が必要な追加調査手数料 をすベて期間内に納付 したの で 、 この 国際調査報告は、すべての調査可能な請求
項について作成 した。

2 . 追加調査手数料 を要求す るまでもなく、すべての調査可能な請求項について調査す ることができたので、追加調
查手数料の納付 を求めなかった。

3 . 出願人が必要な追加調査手数料 を一部のみ しか期間内に納付 しなかったので、この国際調査報告は、手数料の納
付のあった次の請求項のみについて作成 した。

4 . 出願人が必要な追加調査手数料 を期間内に納付 しなかったの で 、 この 国際調査報告は、請求の範囲の最初に記載
されてい る発明に係 る次の請求項について作成 した。

追加調査手数料の異議の申立てに関す る注意
□ 追加調査手数料及び、該当す る場合には、異議 申立手数料の納付 と共に、出願人か ら異議 申立てがあった。

追加調査手数料の納付 と共に出願人か ら異議 申立てがあつたが、異議 申立手数料が納付命令書に示 した期間
内に支払われなかった。

追加調査手数料の納付はあったが、異議 申立てはなかった。

様式 P C T I S A 2 1 0 (第 1 ページの続葉 （2 ) ) ( 2 0 0 9 年 7 月）
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